
  

                           

来
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
「
障
害
者
差

別
解
消
法
」
の
事
例
に
つ
い
て 

 
 

 

障
害
者
差
別
解
消
法
に
は
、
各
行
政
機

間
ご
と
に
対
応
要
領
、
対
応
指
針
を
作
成

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
行

政
は
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
具
体
例
の

提
供
を
求
め
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
今
回
は
練
馬
区
と
大
田
区
へ
提

示
し
た
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。 

 
練
馬
区
に
お
け
る
障
害
者
差
別
解
消
法

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て 

都
連
副
会
長 

松
沢 

勝 

去
る
七
月
十
七
日
練
馬
区
障
害
者
施
策

推
進
課
よ
り
練
馬
区
の
事
務
・
事
業
に
お

け
る
「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」
及
び
「
障

害
者
に
対
す
る
合
理
的
配
慮
が
欠
け
た
事

例
」
の
意
見
を
述
べ
る
よ
う
依
頼
が
あ
り

ま
し
た
。
私
共
家
族
会
意
見
は
、「
福
祉
サ

ー
ビ
ス
等
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る

こ
と｣

に
集
中
し
て
述
べ
ま
し
た
。 

即
ち
、
精
神
障
害
者
へ
の
福
祉
政
策
に
つ

き
他
の
障
害
者
と
差
別
さ
れ
て
い
る
次
の

諸
点
を
速
や
か
に
解
消
す
べ
き 

（
１
）
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
の
精
神
障

害
者
へ
の
支
給
を
し
て
頂
き
た
い
。 

（
２
）
精
神
障
害
者
に
も
身
体
障
害
者
、

知
的
障
害
者
と
同
レ
ベ
ル
の
医
療
費
助
成

を
し
て
頂
き
た
い
。 

（
３
）
移
動
に
係
る
支
援
の
内
、
精
神
障

害
者
に
対
す
る
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を､

他

の
障
害
者
並
に
支
給
し
て
頂
き
た
い
。 

（
４
）
そ
の
他
自
由
意
見 

･

障
害
者
差
別
解
消
法
第
十
七
条
に
定
め

る
、
障
害
者
差
別
解
消
支
援
地
域
協
議
会

を
設
置
し
て
欲
し
い
。 

ま
た
、
他
の
障
害
者
団
体
か
ら
の
事
例

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
特
性
を
反
映
し
て

い
ま
す
。
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
事
例

が
出
さ
れ
て
ま
す
。 

･

聴
覚
障
害
者
が
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
よ
う
と
し
た
際
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
が
利
用

で
き
な
か
っ
た
。 

･

知
的
障
害
者
に
対
し
て
，
区
直
営
の
医
療

施
設
に
お
い
て
、
診
察
の
段
階
的
な
経
験

を
積
む
よ
う
配
慮
し
て
ほ
し
い
。
不
安
感

を
取
り
除
く
た
め
。
ま
た
、
待
つ
場
所
の

配
慮
も
し
て
ほ
し
い
。 

･

手
話
通
話
や
要
約
筆
記
の
な
い
講
演
会

が
多
い 

etc.
。 

今
後
、
上
述
の
障
害
者
差
別
解
消
支
援
地

域
協
議
会
の
構
成
員
の
検
討
を
経
て
、
来

年
二
月
の
条
例
の
議
会
承
認
後
，
四
月
か

ら
の
施
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

    

大
田
区
の
場
合 

都
連
副
会
長 

川
﨑
洋
子 

８
月
に
全
庁
を
対
象
と
し
た
差
別
解
消

推
進
本
部
が
立
ち
上
が
り
、
家
族
会
に
行

政
窓
口
に
お
け
る
差
別
と
思
わ
れ
る
事
例

の
提
示
を
文
書
で
出
す
よ
う
に
求
め
ら
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
つ
ぎ
の
２
事
例
を
、

精
神
障
害
者
に
対
す
る
差
別
的
事
例
と
し

て
、
提
出
し
ま
し
た
。 

事
例
１ 

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
窓
口 

 

当
事
者
は
こ
の
と
こ
ろ
、
体
調
の
良
い

状
態
が
つ
づ
い
て
い
た
の
で
、
仕
事
を
し

た
い
と
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
出
か
け
ま
し

た
。
窓
口
で
開
口
一
番
「
精
神
障
害
者
が

で
き
る
仕
事
な
ん
が
な
い
わ
よ
！
」
と
い

わ
れ
、
も
う
２
度
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
は

い
か
な
く
な
り
、
仕
事
は
で
き
な
い
ん
だ

と
落
ち
込
み
、
引
き
こ
も
っ
て
い
ま
す
。 

事
例
２ 

 

保
健
所
の
窓
口 

 

お
や
亡
き
後
の
こ
と
が
心
配
に
な
り
、

当
事
者
が
生
活
保
護
の
相
談
に
行
き
ま
し

た
。
「
あ
な
た
な
ん
か
申
請
で
き
な
い
わ

よ
！
」
と
い
わ
れ
、
当
事
者
は
翌
日
、
自

殺
し
ま
し
た
。
現
状
で
は
、
申
請
で
き
な

く
て
も
「
困
っ
た
ら
ま
た
来
て
ね
」
の
ア

ド
バ
イ
ス
が
ほ
し
か
っ
た
で
す
。 
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医
療
保
護
入
院
は
な
く
せ
る
？ 

ー
ベ
ル
ギ
ー
の
精
神
科
医
療
改
革
に
学
ぶ
ー 

都
連
副
会
長 

川
﨑
洋
子 

 

内
閣
府
の
第
２５
回
障
害
者
政
策
委
員
会
に
、
西
田

淳
志
先
生
（
東
京
都
医
学
総
合
研
究
所
）
が
参
考
人

と
し
て
参
加
さ
れ
、
意
見
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
外

国
の
例
で
す
が
、
わ
が
国
の
精
神
科
医
療
を
変
え
る

に
は
、
と
て
も
参
考
に
な
り
、
推
進
し
て
い
か
な
く

て
は
と
感
じ
ま
し
た
。 

 ◆
代
理
人
に
は
だ
れ
が
？ 

✦
欧
州
諸
国
で
は
、
強
制
入
院
（
医
療
保
護
入
院
も

含
む
）
の
手
続
き
で
は
、
医
療
か
ら
独
立
し
た
代
理

人
の
関
与
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
に

よ
っ
て
強
制
入
院
の
割
合
も
他
国
と
比
べ
て
低
く

な
っ
て
い
る
。 

✦
代
理
人
に
は
、
法
律
機
関
等
に
所
属
し
て
、
医
療
、

家
族
か
ら
独
立
し
て
い
る
人
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
や
弁
護
士
が
な
っ
て
い
る
。 

 
 
 代

理
人
問
題
は
、
わ
が
国
で
は
論
議
が
進
ん
で
い

ま
せ
ん
が
、
家
族
に
代
わ
る
代
理
人
の
規
定
が
早
急

に
定
め
ら
れ
、
実
効
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。 

 ◆
病
院
の
地
域
移
行
か
ら
病
床
を
減
ら
す 

 

西
田
先
生
は
、
伊
勢
田
尭
先
生
の
文
献
を
参
考
に

ベ
ル
ギ
ー
の
精
神
医
療
改
革
を
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ベ
ル
ギ
ー
は
日
本
に
次
ぐ
世
界
第
2
位
の
精
神

病
床
を
持
ち
、
民
間
精
神
科
病
院
の
影
響
は
強
く
、

日
本
と
よ
く
似
た
状
況
で
し
た
が
、
１
９
９
０
年
に

脱
施
設
化
を
め
ざ
し
、
改
革
を
始
め
ま
し
た
。
精
神

病
床
を
保
護
住
宅
と
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
に
転
換

す
る
い
わ
ゆ
る
「
病
床
転
換
政
策
」
を
と
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
病
院
中
心
体
制
を
崩
せ
ず
、
失
敗
に
終
わ

り
ま
し
た
。 

 

そ
こ
で
２
０
１
０
年
か
ら
、
新
た
な
政
策
と
し
て

病
床
を
地
域
訪
問
医
療
チ
ー
ム
（
モ
バ
イ
ル
・
チ
ー

ム
）
へ
と
転
換
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

◆
モ
バ
イ
ル
・
チ
ー
ム
（
訪
問
チ
ー
ム
）
の
導
入 

✦
精
神
科
病
院
の
収
入
を
補
償
し
な
が
ら
、
病
床
を

モ
バ
イ
ル
・
チ
ー
ム
に
転
換
し
て
い
く
。
病
床
削

減
に
よ
り
余
剰
と
な
っ
た
人
材
を
地
域
訪
問
チ

ー
ム
と
院
内
で
の
手
厚
い
ケ
ア
に
振
り
当
て
る
。 

✦
モ
バ
イ
ル
・
チ
ー
ム
は
、
家
庭
治
療
危
機
解
決
チ

ー
ム
（
急
性
治
療
チ
ー
ム
）
と
積
極
的
地
域
治
療

チ
ー
ム
（
慢
性
期
治
療
チ
ー
ム
）
か
ら
な
る
。 

✦
国
は
人
口
に
応
じ
て
地
域
別
の
必
要
な
モ
バ
イ

ル
・
チ
ー
ム
の
数
値
目
標
を
設
定
。 

✦
病
院
は
病
床
を
削
減
し
て
、
所
定
数
の
モ
バ
イ

ル
・
チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
を
義
務
付
け
ら
れ
る
。 

✦
病
院
は
、
病
床
削
減
を
し
て
も
職
員
数
は
維
持
で

き
る
。 

✦
病
床
削
減
率
は
、
１
９
９
７
年
か
ら
２
０
０
５
年

は
３
％
で
あ
っ
た
が
、
モ
バ
イ
ル
・
チ
ー
ム
導
入

に
よ
っ
て
、
２
０
０
５
年
か
ら
２
０
１
１
年
は
約

３
０
％
と
大
幅
に
減
少
し
た
。 

 

◆
い
ま
こ
そ
、
医
療
改
革
は
外
国
に
学
ぶ
べ
き 

 

病
床
削
減
に
関
し
て
は
、
わ
が
国
で
も
長
き
に

わ
た
り
、
政
策
も
講
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
失

敗
に
終
わ
っ
た
感
で
す
。
ど
う
し
て
も
病
院
中
心

に
な
っ
て
し
ま
い
、
病
床
の
削
減
は
な
か
な
か
進

ん
で
い
ま
せ
ん
。
ベ
ル
ギ
ー
の
よ
う
に
、
毅
然
と

し
た
国
の
姿
勢
を
打
ち
出
し
、
病
院
も
協
力
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 ◆
医
療
保
護
入
院
は
な
く
な
り
、
家
族
支
援
は
充
実 

 

✦
早
期
発
見
・
早
期
治
療 

急
性
治
療
チ
ー
ム
の
導
入
に
よ
り
、
早
期
治
療
で

重
症
化
せ
ず
、
入
院
し
な
い
人
が
増
え
ま
す
。 

✦
再
発
の
防
止 

慢
性
期
治
療
チ
ー
ム
の
訪
問
で
、
再
発
を
防
ぐ
こ

と
が
出
来
ま
す
。 

✦
モ
バ
イ
ル
・
チ
ー
ム
の
支
援
に
よ
り
、
入
院
し
な

い
精
神
科
医
療
が
進
み
、
結
果
と
し
て
医
療
保
護

入
院
は
必
要
な
く
な
る
と
、
思
い
ま
せ
ん
か
？ 

✦
モ
バ
イ
ル
・
チ
ー
ム
の
支
援
は
、
家
族
支
援
に
つ

な
が
り
ま
す
。
ず
っ
と
望
ん
で
い
た
こ
と
が
、
実

現
で
き
る
期
待
が
持
て
ま
す
ね
。 

２ 

 



 
障
害
年
金
「
等
級
判
定
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の 

問
題
点
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 

立
川
麦
の
会 

 

岡
田 

治 

 

厚
生
労
働
省
は
今
年
の
２
月
か
ら
６
回
に
わ
た
り

「
精
神
・
知
的
障
害
に
係
る
障
害
年
金
の
認
定
の
地
域

差
に
関
す
る
専
門
家
検
討
会
」
（
「
検
討
会
」
）
を
開

催
し
、
７
月
に
「
等
級
判
定
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
「
判

定
の
目
安
」
）
を
公
表
し
ま
し
た
。 

  

こ
れ
は
、
精
神
診
断
書
裏
面
の
「
日
常
生
活
能
力
の

程
度
」
と
、
「
日
常
生
活
能
力
の
判
定
」
を
組
み
合
わ

せ
て
「
判
定
の
目
安
」
を
つ
く
り
、
事
務
職
員
が
目
安

を
確
認
、
そ
の
後
に
認
定
医
員
に
よ
り
「
様
々
な
要
素

を
考
慮
し
、
総
合
的
に
等
級
判
定
す
る
」
と
い
う
も
の

で
す
。 

 

以
下
、
「
判
定
の
目
安
」
の
問
題
点
に
し
ぼ
り
簡
潔

に
報
告
し
ま
す
。 

 

第
一
に
、
こ
の
目
安
は
、
「
障
害
基
礎
年
金
と
障
害

厚
生
年
金
の
認
定
状
況
を
あ
わ
せ
て
作
成
」
し
た
た
め

に
、
厳
し
い
水
準
の
障
害
厚
生
年
金
の
認
定
に
引
き
ず

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

障
害
厚
生
年
金
に
は
３
級
ま
で
あ
る
の
で
有
利
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
態
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

３
級
が
あ
る
分
、
１
・
２
級
の
認
定
は
厳
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。
全
体
的
に
み
て
も
、
障
害
年
金
の
受
給
者
数

は
、
障
害
基
礎
年
金
１
７
７
万
人
に
対
し
、
障
害
厚
生

年
金
は
３
９
万
人
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。 

 

こ
れ
ま
で
障
害
基
礎
年
金
の
認
定
で
２
級
と
さ
れ

て
い
た
も
の
が
、
３
級
つ
ま
り
不
支
給
と
な
る
事
例
が

確
実
に
増
え
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。 

 

第
二
に
、
こ
の
目
安
は
検
討
会
の
最
終
段
階
で
当
初

の
事
務
局
案
か
ら
大
き
く
後
退
し
ま
し
た
。 

 

具
体
的
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
の
認
定
状
況
で
は
、

８７
％
が
２
級
と
さ
れ
て
い
た
欄
の
「
等
級
の
目
安
」
が
、

当
初
案
の
「
２
級
」
か
ら
「
２
級
又
は
３
級
」
に
変
更

さ
れ
ま
し
た
。
障
害
厚
生
年
金
の
認
定
状
況
と
あ
わ
さ

れ
た
た
め
、
こ
の
欄
の
２
級
の
認
定
率
は
５７
％
、
３０
ポ

イ
ン
ト
も
低
下
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
で
は
認
定
の
厳
し
い
県
の
不
支
給
決
定
は
そ

の
ま
ま
残
り
、
平
均
的
な
認
定
を
行
っ
て
き
た
県
で
も

不
支
給
と
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
る
で
し
ょ
う
。
少
な
く

と
も
、
当
初
の
案
に
戻
す
べ
き
で
す
。 

 

第
三
の
問
題
は
、
「
目
安
の
確
認
作
業
は
、
機
構
の

担
当
職
員
が
行
う
」
と
し
て
い
る
点
で
す
。
事
務
職
員

に
よ
る
事
前
の
ふ
る
い
分
け
が
公
認
さ
れ
、
機
械
的
に

「
３
級
つ
ま
り
不
支
給
」
と
分
類
さ
れ
れ
ば
、
認
定
医

の
目
に
触
れ
る
こ
と
な
く
「
総
合
判
定
」
で
救
わ
れ
な

い
ケ
ー
ス
が
で
る
危
惧
が
あ
り
ま
す
。 

 

第
四
に
、
日
本
年
金
機
構
は
、
各
都
道
府
県
の
事
務

セ
ン
タ
ー
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
る
基
礎
年
金
の
認
定

業
務
を
、
全
国
９
ブ
ロ
ッ
ク
に
再
編
す
る
方
針
を
打
ち

出
し
て
い
ま
す
。
地
方
裁
定
の
集
権
化
は
、
障
害
者
の

生
活
の
現
実
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
ま
す
ま
す
困
難

に
し
ま
す
。
当
面
は
、
認
定
医
員
の
増
員
や
合
議
に
よ

る
判
定
な
ど
、
現
在
の
仕
組
み
を
残
し
、
充
実
さ
せ
る

べ
き
で
す
、 

 

厚
労
省
は
、
来
年
早
々
に
も
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
実
施

す
る
意
向
で
す
が
、
以
上
の
問
題
点
の
解
消
な
し
の
実

施
は
慎
む
べ
き
で
あ
り
、
見
直
す
べ
き
で
す
。 

 

そ
し
て
当
面
は
、
不
支
給
割
合
の
高
い
県
の
裁
定
の

実
態
を
調
査
し
、
不
適
切
な
事
例
に
つ
い
て
は
見
直
し

を
行
い
、
裁
定
を
や
り
直
す
こ
と
で
請
求
者
の
権
利
救

済
を
図
る
こ
と
に
限
定
す
べ
き
で
す
。 

 

障
害
者
の
生
活
の
現
実
に
即
し
て
障
害
年
金
の
受

給
権
を
で
き
る
だ
け
保
障
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
格
差
解

消
の
本
筋
で
す
。 

 

厚
労
省
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）

を
経
て
、
も
う
一
度
、
検
討
会
を
開
催
す
る
と
し
て
い

ま
す
。
動
向
を
注
視
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
、
不
支
給
や
支
給
停
止
に
な
っ
て
も
、
あ
き

ら
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。
審
査
請
求
な
ど
に
よ
り
不
支

給
決
定
が
取
り
消
さ
れ
た
ケ
ー
ス
、
「
支
給
停
止
事
由

消
滅
届
」
を
提
出
し
て
支
給
が
再
開
さ
れ
た
ケ
ー
ス
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
援
助
者
が
い
る

こ
と
も
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
、 

 

障
害
年
金
の
話
は
難
し
い
、
分
か
り
や
す
く
説
明
せ

よ
と
の
お
叱
り
を
よ
く
受
け
ま
す
。
不
明
な
点
、
疑
問

点
が
あ
っ
た
ら
遠
慮
な
く
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
で
き

る
か
ぎ
り
対
応
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

３ 



新
企
画 

東
京
都
・
東
京
つ
く
し
会
の
主
催
で 

～
都
民
精
神
保
健
啓
発
講
演
会
を
開
催
～ 

都
連
副
会
長 

植
松
和
光 

年
々
増
え
続
け
る
精
神
疾
患
、
そ
の
発
症
年
齢
は

思
春
期
が
と
て
も
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
新
企

画
の
第
一
回
講
演
会
で
は
、
多
く
の
皆
様
の
悩
み
に

応
え
る
、
思
春
期
専
門
の
精
神
科
医
に
お
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
！ 

テ
ー
マ
：
『
子
供
の
心
の
健
康
を
守
る
た
め
に
～

「
心
の
病
」
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
～
』 

日 

時 

平
成
２７
年
１１
月
２１
日
（
土
） 

 
 
 
 

午
後
２
時
か
ら
午
後
４
時 

（
開
場
午
後
１
時
３０
分
） 

 

場 

所 

武
蔵
野
公
会
堂
（
JR
・
京
王
井
の
頭
線 

吉
祥
寺
駅
南
口
徒
歩
３
分
） 

 

講 

師 

駒
木
野
病
院
児
童
精
神
科 

診
療
部
長 

笠
原 

麻
里
氏 

講
師
略
歴 

 
 
 

✦
慶
応
義
塾
大
学
病
院
精
神
・ 

 

神
経
科
医
師
、
国
立
精
神
・

神
経
セ
ン
タ
ー
国
府
台
病
院

児
童
精
神
科
医
師
、
国
立
成

育
医
療
セ
ン
タ
ー
こ
こ
ろ
の 

診
療
部
育
児
心
理
科
医
長
を
経
て
、
現
職
は
、
駒
木

野
病
院
児
童
精
神
科
診
療
部
長 

 
 
 
 

 

☆
賛
助
会
員
（
敬
称
略
） 

フ
ァ
ミ
リ
ー
通
信 

 
 
 
 

３
０
０
０
円 

廻
田
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 
 
 
 

５
０
０
０
円 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

☆10/17(土) 人はなぜ病を得るのか～命がともす魂の回復～ 
 講師：東京都医学総合研究所 糸川 昌成氏 主催：世田谷さくら会 ☎03-3308-1679 
 
☆10/24(土) 精神科領域における最近のトピックスについて～診断と治療を中心に 
 講師：駒木野病院精神科診療部長 田 亮介氏 主催：日野いずみ会 ☎042-592-8993 
 
☆11/14（土）知識は偏見をなくす～学校メンタルヘルスリテラシー教育の取り組み 

講師:上松太郎さん 横浜市立大学付属市民総合医療センター・看護師 
    松浦佳代さん 東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科・研究員 
主催：新宿フレンズ ☎03-3987-9788   

 
☆11/16(月)認知行動療法を学ぼう 主催:稲穂会 ☎042-331-0259 

講師:認知行動療法研修開発センター理事長 大野 裕氏  
 
※参加申込み･お問合せは、主催者までお願いします。 

講 演 会 の お 知 ら せ 

 

 

 
 
 

「
暑
か
っ
た
り
、
寒
か
っ
た
り
、
い
っ
た
い
何
を 

着
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
わ
！
」
と
ブ
ツ
ブ
ツ 

言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
私
に
お
構
い
な
く 

秋
は
や
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

 

桜
は
紅
葉
を
初
め
て
い
ま
す
し
、
今
年
は
庭
の
ザ

ク
ロ
が
実
を
た
わ
わ
に
し
て
い
ま
す
。
柿
の
木
も 

 
 

赤
く
な
っ
た
実
が
見
え
て
い
ま
す
。
実
の
な
る
木

が
多
い
の
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
の
家
訓
（
？
）

で
ミ
カ
ン
も
青
い
実
を
つ
け
て
い
ま
す
。
な
ん
と 

い
っ
て
も
す
ご
い
の
は
梅
で
す
。
３０
キ
ロ
ほ
ど
収 

穫
し
、
梅
干
し
、
梅
酒
は
数
年
分
あ
る
ん
で
す
。 

 
 

で
も
、
こ
れ
か
ら
の
楽
し
み
は
き
ん
も
く
せ
い
で

す
。
す
で
に
、
ほ
ん
の
り
香
り
が
漂
い
は
じ
め
て
い

ま
す
。
自
然
の
恵
み
に
は
癒
さ
れ
ま
す
が
、
一
方
で

は
自
然
は
牙
を
む
き
出
し
ま
す
。 

 
 

水
害
で
被
害
を
受
け
た
人
た
ち
の
ニ
ュ
ー
ス
を

見
る
度
に
、
わ
が
家
が
こ
う
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
か

と
思
う
と
、
他
人
ご
と
で
は
な
く
な
り
ま
す
。
大
雨

は
自
然
現
象
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
川
が
決
壊
し
、

命
が
失
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
未
然
に
防
げ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
情
報
が
な
か
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
自
分
の
命
は
自
分
が
守
る
、
危
険

と
思
っ
た
ら
避
難
す
る
く
ら
い
の
気
持
ち
を
持
た

な
く
て
は
、
こ
れ
か
ら
生
き
て
い
け
な
い
か
も
（
？
）

と
、
思
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

都
連
副
会
長 

 

川
﨑
洋
子 

 

 
 

 

４ 

つくしだよりは赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています。 


	H27-10p1
	H27-10p2
	H27-10p3
	H27-10p4

